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我加仙

　夜になるとぐっと冷え込み、いよいよ秋本番となりました。

　町内の学校や自治会などでは、待ち望んでいた運動会が聞

かれました。

　健やかに成長していく子供達によってくりひろげられる、

玉入れやつな引き、リレー競争など、のびのびとした姿にホ

ツとしたり、童心に返ってみたり……………。

　運動会が終わると「実りの秋」。農家は水稲などの取り入

れを迎え、さらに山々の紅葉も進んで、１年で最も美しいシ

ーズンヘと変わっていきます。
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保
育
所
（
園
）
の
入
所
（
園
）
児
童
募
集

　
来
年
度
の
保
育
所
（
園
）
の
入
所

　
（
園
）
児
童
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
入
所
（
園
）
を
希
望
さ
れ
る

帽
家
庭
は
、
次
に
よ
り
手
続
き
を
し
て

ーーーー‐－皿
　

く

だ
さ
い
。

－－ＩＩＩＩ

★
申
込
締
切
　
十
二
月
一
日
（
金
）

★
入
所
基
準

　
Ｏ
歳
上
ハ
歳
の
就
学
前
の
お
干
与

　
ん
で
、
面
談
（
祖
父
げ
）
が
仕
事
、

　
病
気
、
出
産
、
病
人
の
看
護
な
ど

　
で
保
育
が
で
き
な
い
か
、
母
親
が

　
い
な

　
き
な

※
な
お

｀　し1　1，ゝ

な
ど
昼
間
家
庭
で
保
育
で

場
合
。

Ｏ
～
一
歳
児
の
受
け
入
れ

　
は
保
育
所
、
人
数
な
ど
限
ら
れ
よ

　
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く

　
た
さ
い
。

★
保
育
時
間

　
午
前
八
時
三
〇
分
～
午
後
託
時

※
な
お
、
朝
は
三
〇
分
の
口
‥
・
出
保
育

　
を
、
夕
方
は
三
〇
分
の
居
残
り
保

　
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
保
育
料

　
家
族
全
員
の
前
年
分
の
税
金
の
合

　
計
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

★
入
所
選
考

　
入
所
基
準
に
従
っ
て
必
要
性
の
高

　
い
方
か
ら
順
に
選
考
し
ま
す
。

★
申
込
方
法

　
入
所
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

保育所(園)所在地及び募集人員

保育所(園)名 所行地 電話番号
首影

人F｛

第一保育所 通町1ト9 82－0330 20人

　一一-

10人第二保育所 安塚117卜1 86－0132

第三保育所 L稲葉935－1 82－1059 18人

第四保育所 駅東町6－23 82－4815 18人

第五保育所 助谷n65－3 86－0237 10人

壬生寺保育図 大師町1レ16 82－08且 14入

ありんこ保育園 壬生甲379レ10 82－3137 15人

　
の
う
え
、
役
場
福
祉
課
、
各
保
育

　
所
及
び
各
出
張
所
へ
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
矢
所
申
請
書
は
各
申
込

　
み
場
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
こ

★
入
所
の
決
定

　
二
月
下
幻
頃
、
保
護
者
の
万
に
通

　
知
し
ま
す
。

★
お
問
合
せ
は
、
役
場
福
祉
課
児
童

　
福
祉
係
（
四
八
〒
一
二
三
四
、

　
霜
一
こ
Ｉ
）
へ
。

　
子
育
て
相
談
は

　
各
保
育
所
（
園
）
へ

　
町
で
は
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
子
供
の
し

っ
け
、
言
語
、
知
能
な
ど
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
に
は
、
保
育
所
（
園
足
直
接

お
こ
し
く
が
さ
る
か
又
は
電
話
で
も

お
受
け
し
’
　
）
ま
す
。
詳
し
く
は
、

役
場
隔
他
律
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
一
日
付

○
印
は
昇
任
・
　
（
　
）
は
旧

○
社
会
体
育
課
長
（
出
納
楽
長
）
竹

本
之
夫
▽
商
工
観
光
課
長
（
社
公
休

台
課
長
）
橋
本
守
○
出
細
字
長
（
福

祉
課
主
幹
社
公
福
社
協
議
公
派
遺
事

務
局
長
）
日
永
正
巳
▽
福
社
課
主
幹

社
会
福
祉
協
議
公
派
遺
事
務
局
長
往

会
体
育
課
主
幹
兼
総
合
運
勤
場
長
）

田
村
光
宏
▽
社
会
体
言
課
主
幹
兼
総

介
運
動
場
長
（
社
会
体
育
課
主
幹
）

机
良
悦
司
▽
社
会
体
育
課
主
査
（
総

務
課
主
査
）
尾
花
利
夫

広
報
モ
ニ
タ
ー

　
　
決
ま
る

　
町
で
は
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
広
報

紙
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
広
報
モ
ニ

タ
ー
制
度
を
設
け
、
参
集
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
次
の
八
入

の
万
々
に
決
ま
り
、
委
嘱
い
た
し
ま

し
た
。

　
〈
広
報
モ
ニ
タ
ー
〉

　
篠
原
　
真
水
　
　
労
　
町
）

　
古
田
　
　
溥
　
　
（
緑
町
二
）

　
高
田
　
知
己
　
　
　
（
神
通
町
）

　
高
橋
　
悦
子
　
　
言
ず
み
）

　
渡
辺
　
清
遊
　
　
　
（
国
谷
二
）

　
犬
島
　
光
美
　
　
（
六
美
北
）

です゛納税強調の月″11月は



交
通
事
故
４
」
□
Ｉ
ｔ

　
　
　
　
目
ざ
し
て
／

　
秋
の
交
通
安
全
運
動
実
施
に
向
け

て
、
九
月
十
六
日
、
中
央
公
民
館
に

約
七
百
人
の
参
加
者
の
集
ま
る
中
、

第
十
三
回
壬
生
町
交
通
安
全
町
民
大

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
、
町
議
会
、
町
交
通

安
全
協
会
、
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク

ラ
ブ
、
町
交
通
安
全
母
の
会
、
町
交

通
指
導
員
、
安
全
運
転
管
理
者
千
生

支
部
の
主
催
に
よ
り
、
現
在
、
町
の

死
亡
事
故
件
数
が
、
二
件
二
名
と
昨

年
の
七
名
に
比
べ
減
少
し
て
は
い
る

も
の
の
交
通
事
故
発
生
件
数
並
び
に

負
傷
者
数
は
、
昨
年
同
期
よ
り
若
干
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文通安全に関する作文を発表

小松香織さん壬生中３年大野諭史君壬生小２年

増
加
傾
向
に
あ
る
の
で
、
今
後
、
交

通
事
故
及
び
死
亡
事
故
の
抑
止
を
図

る
た
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
人
命

尊
重
を
理
念
と
し
て
、
交
通
安
全
に

対
す
る
マ
ナ
ー
の
高
揚
を
図
る
と
同

時
に
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う

と
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
大
会
は
、
は
じ
め
に
交
通
事
故
犠

牡
者
に
封
し
追
悼
の
黙
と
う
を
し
、

続
い
て
主
催
者
あ
い
さ
つ
士
父
通
安

全
功
労
関
係
者
表
彰
、
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
及
び
作
文
人
選
者
表
彰
、
交

通
安
全
作
文
発
表
、
来
賓
あ
い
さ
つ

児
童
か
ら
警
県
官
と
交
通
指
導
員
へ

の
花
束
贈
呈
、
大
会
官
。
言
と
続
き
、

最
後
に
「
ス
ト
ッ
プ
、
ザ
自
転
車
事

故
」
の
映
画
を
見
て
入
会
が
終
了
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
南
犬
飼
中
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
を
先
頭
に
大
会
の
関
係
者
や
参

加
者
の
み
な
さ
ん
が
、
町
内
を
パ
レ

ー
ド
し
て
交
通
安
全
の
意
識
の
高
揚

を
訴
え
ま
し
た
。

き
ち
ん
と
つ
け
よ
う

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
九
月
二
十
一
日
、
秋
の
交
通
安
全

連
動
の
初
日
、
「
正
し
い
方
法
に
よ

る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
」
を
呼
び
か
け
る
街
頭
指
導
が
、

西
高
野
バ
イ
パ
ス
と
お
も
ち
ゃ
の
ま

ち
ジ
ャ
ス
コ
前
の
ニ
ケ
所
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
運
動
期
間
中
は
、
「
広

報
車
に
よ
る
網
の
目
広
報
」
、
「
二

ケ
所
の
指
導
セ
ン
タ
ー
で
の
安
全
指

導
」
、
「
幼
稚
園
児
・
小
学
生
児
童

に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
」
そ
し

て
「
光
の
リ
レ
ー
」
な
ど
を
実
施
し
、

全
町
民
参
加
に
よ
る
交
通
安
全
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
）

交
通
安
全
功
労

　
緑
十
字
銅
賞
を

　
　
　
　
　
受
賞

　
第
十
七
回
栃
木
県
交
通
安
全
県
民

大
会
が
九
月
九
日
、
宇
都
宮
市
の
栃

木
会
館
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
、
本

町
の
中
村
栄
古
さ
ん
（
町
交
通
安
全

協
会
長
）
、
安
田
包
さ
ん
（
町
交
通

安
全
協
会
副
会
長
）
、
臼
井
武
さ
ん

　
（
町
交
通
安
全
協
会
監
事
）
の
三
名

の
方
が
、
栃
木
県
知
事
よ
り
「
交
通

安
全
功
労
緑
十
字
銅
賞
」
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
多
年
に
わ
た
り
交
通

安
全
の
た
め
に
献
身
的
な
尽
力
に
よ

り
、
町
の
交
通
安
全
推
進
に
多
大
な

る
功
績
が
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　
今
後
と
も
交
通
安
全
の
た
め
ご
協

力
と
ご
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

反
射
プ
レ
ー
ト
を
採
用

二
輪
の
新
規
登
録
車
へ

　
町
で
は
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
合

せ
て
九
月
二
十
一
日
か
ら
、
二
輪
（
オ

ー
ト
バ
イ
∴
イ
ク
）
の
新
規
登
録

単
に
、
「
再
帰
反
射
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
」
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
交
通
安
全
対
策
の
一
環

と
し
て
、
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
に
役
立
つ

と
し
て
採
用
を
決
め
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
反
射
プ
レ
ー
ト
は
、
反
射
素

子
と
し
て
ブ
フ
ス
ビ
ー
ズ
を
シ
ー
ト

に
内
蔵
し
て
あ
る
た
め
、
入
射
光
を

光
源
の
方
向
に
ま
っ
す
ぐ
戻
す
再
帰

性
反
射
効
果
が
あ
り
、
夜
間
で
も
ヘ

ッ
ト
ラ
イ
ト
の
光
で
昼
間
と
同
じ
よ

う
に
見
え
る
の
で
、
安
全
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反射フレート第１号の千葉豊子さん

１．心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります壬生町民憲章
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「
お
元
気
で
す
ね
」

　
町
長
の
高
齢
者
訪
問

　
几
月
一
目
、
五
日
、
六
日
の
三
日

間
、
町
内
の
九
十
歳
以
上
、
六
ト
ー

名
の
お
元
気
な
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
の
家
庭
に
「
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生
さ
し
て
く

だ
さ
い
」
と
町
長
の
高
齢
者
訪
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
最
高
齢
者
は
、
九
ト
六
歳

に
な
ら
れ
る
西
高
野
の
植
竹
マ
サ
さ

ん
で
す
。
ま
べ
今
井
の
鈴
木
タ
ョ

さ
ん
と
西
部
の
落
合
シ
ゲ
さ
ん
も
同

じ
く
九
十
六
歳
で
お
達
者
で
す
、

　
九
月
一
丁
上
目
、
中
火
公
民
館
人

ホ
ー
ル
で
、
町
内
の
お
年
寄
り
を
招

い
て
敬
老
の
っ
と
い
が
、
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
町
主
催
で
栃
木
新

聞
社
の
企
画
・
後
後
に
よ
り
行
な
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
浪
曲
、
落
語
、

漫
才
や
歌
謡
曲
の
ほ
か
、
栃
木
警
察

署
長
か
ら
「
交
通
事
故
防
止
」
の
お

a

j

‐

‐

‐

S

j

j

‐

d

j

西
高
野

　
　
植
竹
　
マ
サ
さ
ん

　
　
　
　
　
（
九
十
六
歳
）

W

は
な
し
や
交
通
安
全
の
寄
席
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に
、
会
場
に
招
待

さ
れ
た
八
百
人
の
お
年
寄
り
た
ち
は
、

時
の
た
っ
の
も
忘
れ
て
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。

鹿
島
　
　
伊
藤
織
之
肋
さ
ん

　
　
　
　
　
（
九
十
四
歳
）

お
弁
当
を

　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
敬
老
の
ロ
の
九
月
ナ
五
日
、
町
内

の
独
居
老
人
と
ね
た
き
り
老
人
の
方

々
を
励
ま
そ
う
と
、
お
弁
当
の
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
給
食
セ
ン
タ
上
株
）
か

ら
の
申
し
出
を
受
け
て
、
町
と
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
、
民
生
委
員
や
配
食

サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の

も
と
に
実
施
し
た
も
の
で
、
二
〇
〇

食
の
お
弁
当
が
柚
井
町
長
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
、
希
望
し

た
方
々
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
が

け
な
い
「
昧
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
楽
し
い
昼
食
の

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
｝

す
ば
ら
し
い

　
ハ
ー
モ
ニ
ー
に

酔J

つ

　
町
学
校
音
楽
祭
が
、
九
月
二
十
四

日
、
中
央
公
民
館
で
町
内
の
小
・
中

学
校
か
ら
七
百
人
の
児
童
、
生
徒
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
音
楽
祭
は
、
郡
音
楽
祭
の
予

選
を
兼
ね
て
お
り
、
合
唱
の
部
と
合

奏
の
部
に
、
日
ご
ろ
練
習
で
鍛
え
た

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
町
の
小
・
中
学
校
は
郡
内
で
も
レ

ベ
ル
が
高
く
、
会
場
に
集
ま
っ
た
人

た
ち
も
、
審
査
員
の
藤
尾
先
生
示

山
市
立
教
育
研
究
所
指
導
主
事
）
も

す
ば
ら
し
い
合
唱
や
合
奏
に
聞
き
ほ

れ
て
い
ま
し
た
。

羽生田小の全校生徒による合奏

　　　　　　　　壬生町民憲章　１．自然と歴史を大切にし、よりよい環境をつくります
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「
町
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

　
　
　
　
し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
企
画
財
政
課
広
報
広
語
脈
（
穏
二
二
三
六
）

　
　
　
　
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

○

゛
゛ド

ー

レ
レ
レ
几
」

’
レ
ド
’
レ
ド
゛
’
万
一
゛
゛
い
に
ド
。
に
、
、
ド
ー
ー
ー
ー

ー
。
０

’
□
Ｉ
…
…
ソ
ｙ
ぃ
…
…
…
Ｊ
…
…
…
Ｊ
’
一
、
ｊ
”
づ
’
゛
‥
｛
－
1
‐
1
1
、
－
－
○

－
’

＼
二
回
�
�
に
｝

農
業
後
継
者
に

　
パ
ー
ト
ナ
ー
を

　
農
家
の
嫁
不
足
を
解
消
し
、
農
業

担
い
千
の
育
成
を
図
ろ
う
と
、
町
農

業
委
員
会
（
荒
川
　
巌
会
長
）
主
催

の
「
な
し
狩
り
＆
立
食
パ
士
ア
イ
の

集
い
」
が
、
九
月
二
十
五
日
、
町
農

協
会
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
今
回
で
第
六
回
を
迎

え
て
お
り
、
こ
の
日
は
農
業
古
年
三

十
二
人
と
社
会
人
女
性
二
十
人
が
参

加
し
て
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

消
火
を
競
う

　
第
六
回
壬
生
町
婦
人
肪
火
ク
ラ
ブ

消
火
競
技
大
会
が
、
九
月
二
十
日
、

町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
婦
人
の
消
火
技
術
向
上

を
図
り
、
火
災
発
生
時
の
被
害
を
最

少
限
に
と
ど
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ｏ
優
　
勝
　
四
ツ
荒
海

　
準
優
勝
　
さ
く
ら
会

　
第
三
位
　
さ
く
ら
会

｀Ｗｙ

梨
狩
り
を

　
楽
し
む

　
睦
作
業
所
で
は
、
九
月
二
十
日
、

六
美
町
に
あ
る
梨
園
で
梨
狩
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
睦
作
業
所
に
お
も
ち
や

ら
部
品
組
立
て
を
依
頼
し
て
い
る
小

林
製
作
所
（
有
）
の
小
林
豊
作
さ
ん
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
も
の
で
、
今
年
で

四
回
目
と
な
り
ま
す
。

マイホームと税

　
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
取
得
な
ど
し
た
場
合
、
最

高
二
〇
万
円
が
七
年
間
に
わ
た
り
所

得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
資
金

を
父
母
又
は
祖
父
母
か
ら
も
ら
っ
て

も
、
∵
疋
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
時

は
、
そ
の
額
が
三
〇
〇
万
円
以
下
の

場
介
贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
を

す
れ
ば
、
登
録
免
許
税
や
不
動
産
取

得
税
は
か
か
り
ま
す
。

○
住
宅
取
得
等

　
　
　
特
別
控
除
額
の
計
算

　
住
宅
四
Ｉ
ン
等
の
う
ち
、
建
物
の

取
得
及
び
増
改
築
等
の
部
分
の
年
末

残
高
×
】
％

Ｏ
控
除
要
件

川
新
築
、
購
入
又
は
増
改
築
な
ど
を

　
し
た
ロ
か
ら
六
ケ
月
以
内
に
居
住

　
し
、
引
続
き
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

川
床
面
積
が
四
〇
1
2
以
上
。

　
　
　
　
　
　
）

個
そ
の
年
の
所
得
金
額
が
三
〇
〇
〇

　
万
円
以
下
。

山
沢
住
用
財
産
の
譲
渡
所
得
で
三
〇

　
〇
〇
万
円
の
特
別
控
除
や
、
買
換

　
え
二
父
換
の
特
例
又
は
軽
減
税
率

　
の
通
用
等
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

　
若
し
く
は
受
け
な
い
こ
と
。

個
民
間
の
衆
融
機
関
や
住
宅
金
融
公

　
庫
な
ど
の
住
宅
四
Ｉ
ン
を
利
用
し

　
て
い
る
こ
と
。

個
性
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
期
間
が

　
一
〇
年
以
上
で
分
割
返
済
の
方
法

　
で
あ
る
こ
と
。

個
中
古
住
宅
の
場
合
は
、
取
得
の
日

　
以
前
一
〇
年
以
内
（
ア
プ
て
ン

　
等
は
三
五
年
以
内
）
に
建
築
さ
れ

　
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

個
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、
工
事
に

　
一
定
の
証
明
が
さ
れ
た
も
の
で
、

　
工
嘔
費
が
二
〇
〇
万
円
以
上
。

○
控
除
を
受
け
る
方
法

　
こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

　
　
「
確
定
申
告
」
が
必
要
で
す
。
た

　
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
Ｉ

　
年
目
に
確
定
申
告
を
す
る
と
、
二

　
年
目
以
降
は
年
末
調
整
に
よ
っ
て

　
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
お
問
合
せ
は
、
税
務
相
談
室
（
税

務
署
）
�
二
三
－
七
四
三
五
ま
で
。

　
（
不
動
産
取
得
税
に
っ
い
て
は
、
県

税
事
務
所
�
二
三
－
三
四
一
一
こ

壬生町民憲章　１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます
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第
二
回
企
画
展

　
『
近
世
壬
生
の
画
人
た
ち
』

－
十
一
月
三
日
上
平
七
日
－

回
昌
司
言
言
回
甘
皆
０

ぶ
　
国
民
年
金
保
除
料
の
納
め
忘
れ
は

み
あ
り
ま
せ
ん
か
７
・
。

報
　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

　
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

圓
不
幸
に
し
て
、
一
家
の
主
を
亡
く

　
し
た
と
久
遺
族
基
礎
年
金
を
受

　
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

圃
皆
さ
ん
か
ら
保
険
料
が
集
ま
ら
な

　
い
と
年
金
財
政
が
圧
迫
さ
れ
、
年

　
金
制
度
の
健
全
な
運
営
が
で
き
な

広
は
、
犬
切
な
「
国
民
ら
義
務
」
で
す
。
　
　
く
な
り
ま
す
。

|IH問目聡ll㈲|||II|開口|口
７l i l l l l l 1 1 1 1 田 口 | 口 |

も
し
も
、
あ
な
た
が
保
険
料
を
納
め
　
　
ー
－
―
こ
の
よ
う
に
「
自
分
は
納
め

な
か
っ
た
ら
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
て
も
…
…
」
と
い
う
安
易
な
考

巾
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
　
　
え
が
、
個
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
を

　
っ
た
り
、
減
損
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
　
含
め
社
会
全
体
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

閃
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
障
　
　
こ
と
に
な
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
国

壬
生
藩
の
お
抱
え
絵
師
と
し
て
仕
え

ま
し
た
。

　
ま
た
、
彼
は
那
須
出
身
の
南
画
家

の
大
家
上
前
久
扁
圧
の
師
匠
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
壬
生
の
豊
栖
院
に
は
、
粛
圧
が
師

雪
耕
の
た
め
に
建
立
し
た
報
恩
の
贈

が
あ
り
、
彼
の
人
生
を
知
り
得
る
狸

垂
な
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
料
館
第
二
回
企
画
展
「
近
世
壬

生
の
画
人
た
ち
」
は
ト
ー
月
三
日
か

ら
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
企
画
展
準
備
の
た
め
資
料

館
は
、
十
月
二
十
二
日
か
ら
十
一
月

二
日
ま
で
の
間
、
休
館
と
な
り
ま
す
。

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
手
続
き

や
ご
相
談
は
、
役
場
住
民
課
の
国
民

年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

図

-

り◎

　
　
○
移
動
図
書
館

ｏ
幸
町
一
丁
目
　
な
か
た
洋
品
店
裏

・
1
0
月
２
５
日
㈹
　
午
後
２
時
半
か
ら

　
（
来
月
は
お
や
す
み
に
な
り
ま
す

　
　
次
は
1
2
月
1
3
日
㈹
で
す
）

ｏ
安
　
塚
　
　
　
安
塚
小
校
庭

・
１
１
月
1
6
日
出
　
午
後
２
時
半
か
ら

　
（
次
は
、
1
2
月
2
1
日
出
で
す
）

　
　
○
図
書
館
の
催
し

ｏ
「
ひ
ば
り
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
　
紙
芝
居
と
絵
本
の
会

・
１
１
月
1
9
日
出
　
図
書
館
児
童
室

・
午
後
２
時
３
０
分
～
３
時
３
０
分

　
　
（
次
は
、
1
2
月
1
7
日
出
で
す
）

ｏ
読
書
会
　
図
書
館
二
階
会
議
室

・
１
１
月
１
１
日
出
　
午
後
１
時
半
か
ら

　
テ
キ
ス
ト
　
　
古
村
　
昭
　
著

　
　
　
『
仮
　
釈
　
放
』

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
む
け
て

　
こ
の
ほ
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入

の
た
め
の
、
書
類
上
の
手
続
き
が
す

べ
て
終
了
し
、
来
年
一
月
か
ら
の
本

稼
動
に
む
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業

が
急
ピ
ッ
チ
で
す
す
め
ら
れ
て
い
き

ま
す
。
特
別
に
休
館
は
せ
ず
、
開
館

し
な
が
ら
の
準
備
と
な
り
ま
す
の
で

皆
さ
ん
の
、
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し

ま
す
。

　
　
○
１
０
～
一
日
月
の
休
館
日

・
1
0
月
、
２
４
・
3
M
　
y
r
7
７
・
1
4
日

な
お
、
ぃ
１
１
月
３
日
は
祝
日
（
文
化
の

亘
で
す
の
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

８月の利用

入館　6,272人（十2,393）

貸出　4,919冊（十　555）

○　移動図書館

利用世帯数　43（－　　38）

貸出冊数　377（－　280）

駐車場数　　1（－　1）

　　　　　（　）内は前月比
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医
療
費
助
成
制
度
の
い
ろ
い

ぶ
　
町
で
は
、
身
体
の
不
自
由
な
万
や

み
母
子
家
庭
の
児
童
や
母
親
が
、
医
療

報
を
受
け
た
と
き
の
医
療
蒼
白
に
負
担

広
分
（
保
険
診
療
分
か
ら
附
加
給
付
等

目 | 目 | | 目 | | | | 目 |||出||||出|目|目|出|出目||｢|||

を
除
い
た
額
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ

き
該
当
さ
れ
る
方
は
、
福
祉
課
で
手

続
き
を
し
て
助
成
を
受
け
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
に
必
要
な
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
の
交
付
を
受

け
る
万
も
、
診
断
書
及
び
届
出
書
が

福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ろ

★
重
度
心
身
障
害
者

　
　
　
医
療
費
の
助
成

　
〈
助
成
を
受
け
ら
れ
る
方
〉

ｏ
町
内
に
住
所
か
お
り
満
一
歳
以
ト

　
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が

　
一
級
又
は
二
級
で
あ
る
か
、
療
育

　
手
帳
の
程
度
が
勺
尨
お
よ
び
身

　
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
三
級
又

　
は
四
緑
で
あ
り
、
知
能
指
数
五
〇

　
以
下
の
方
。

ｏ
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
。

　
〈
対
象
に
な
ら
な
い
方
〉

ｏ
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
け

　
て
い
る
方
。

ｏ
児
童
福
祉
施
設
又
は
精
神
薄
弱
者

　
援
護
施
設
に
入
所
中
の
万
。

　
〈
医
療
受
給
資
格
者
証

　
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

ｏ
健
康
保
険
証
・
身
体
障
実
者
手
帳

　
又
は
療
育
手
帳
・
印
鑑
・
老
人
保

　
健
法
の
医
療
受
給
者
は
健
康
手
帳
。

★
母
子
家
庭

　
　
　
医
療
費
の
助
成

　
〈
助
成
を
受
け
ら
れ
る
方
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
）

ｏ
町
内
に
住
所
の
あ
る
十
八
歳
末
満

　
の
者
が
い
ろ
は
’
土
承
庭
（
父
が
身

　
体
障
害
者
一
級
又
は
二
級
程
度
心

　
世
帯
）
の
母
と
子
と
、
十
八
歳
未

　
満
の
父
母
の
い
な
い
子
。

ｏ
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
。

　
〈
対
象
に
な
ら
な
い
方
〉

ｏ
所
得
が
所
得
制
限
以
上
の
方
。

ｏ
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受
日

　
て
い
る
か
。

　
〈
医
療
受
給
資
格
者
証

　
　
　
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

ｏ
健
康
保
険
証
・
印
鑑
。

ｏ
児
童
扶
養
手
当
証
書
・
母
子
年
金

　
証
書
・
遺
族
年
金
証
書
の
う
ち
、

　
い
ず
れ
か
。

○
公
的
年
金
・
児
童
扶
養
手
当
を
受

　
け
て
い
な
い
方
は
、
診
断
書
又
は

　
民
生
委
員
の
証
明
書
。

ｏ
老
人
保
健
法
の
医
療
受
給
者
は
健

　
康
手
帳
。

ｏ
桂
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
は
前

　
住
所
地
の
所
得
証
明
書
。

★
助
成
の
申
請

　
〈
助
成
額
〉

　
受
給
期
間
に
受
け
た
保
険
給
付
に

つ
き
、
一
部
負
4
1
1
1
･
金
を
窓
口
な
ど
で

支
払
っ
た
金
鎖
（
た
だ
し
高
額
療
養

費
、
附
加
給
付
等
を
差
し
引
い
た
額
）

で
す
。

　
口
座
板
込
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

　
〈
申
請
期
間
〉

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
は
、
保
　
　
課
又
は
各
出
張
所
へ
申
請
し
て
く
だ

険
給
付
を
受
け
た
日
か
ら
一
年
で
す
。
　
さ
い
。

け
て
Ｌ
医
療
費
は
保
険
給
付
を
受
け
た

翌
月
か
ら
一
年
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

★
そ
の
他

　
〈
申
請
方
法
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
の
裏

　
保
険
診
療
証
明
を
受
け
た
助
成
申
　
　
面
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
く
だ

請
書
に
、
受
給
資
格
煮
証
の
記
号
番
　
　
さ
い
。

に
ゲ
、
加
入
保
険
、
金
融
機
関
名
な
ど
　
　
　
な
お
、
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た

を
申
請
者
記
入
欄
に
記
入
捺
印
し
、
　
　
時
は
、
す
み
や
か
に
医
療
受
給
資
格

預
金
通
帳
を
持
参
の
上
、
役
場
福
祉
　
　
者
証
を
役
場
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

・
心
Ｉ
Ｍ
ｌ
ｌ
り
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
い
ｎ
ｌ
Ｍ
ｎ
ｌ
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
り
ｌ
い
Ｍ
Ｉ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｈ
ｎ
ｌ
Ｍ
ｎ
ｌ
ｈ

一
一

　
　
÷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
導
員
の
人
た
ち
十
六
名
を
招
待
し
、

「
ど
ン
ア
学
院
生
と
　
　

壬
生
、
野
本
、
岩
舟
、
栃
本
、
小
山

!ここ7てこ

　
　
　
　
　
交
歓
会

　
六
士
二
年
度
下
都
賀
地
方
農
業
青

年
懇
談
会
が
、
九
月
六
日
、
壬
生
中

央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
広
い
視
野
か
ら
農
業
を

見
つ
め
よ
う
と
西
那
須
野
町
に
あ
る

「
ア
ジ
ア
学
院
」
で
日
本
の
農
業
を

勉
強
さ
れ
て
い
る
各
国
の
地
域
開
発

心

かんぴようむきを体験

の
各
市
町
の
農
業
青
年
た
ち
十
六
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
久
津
国
男
下
都
賀
農
政
事
務
所

長
、
檜
井
町
長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
の

後
、
町
歴
史
民
俗
資
料
館
を
見
学
、

町
の
産
業
視
察
で
は
、
（
株
）
バ
ン
ダ

イ
栃
木
工
場
、
猫
協
医
科
大
学
、
そ

し
て
、
藤
井
の
箱
森
著
作
さ
ん
宅
で

か
ん
ぴ
ょ
う
む
き
実
演
な
ど
を
体
験

さ
れ
ま
し
た
。
午
後
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
親
睦
を
深
め
て
か
ら
懇
談

会
に
入
り
、
ま
ず
、
ア
ジ
ア
学
院
を

代
表
し
て
ス
ガ
ン
タ
・
ク
マ
ー
ル
さ

ん
（
イ
ン
ド
）
が
「
私
の
見
た
日
本
の

農
業
に
っ
い
て
」
続
い
て
壬
生
町
の

神
長
恵
一
さ
ん
が
「
わ
が
家
の
農
業

経
営
」
と
題
し
た
意
見
を
述
べ
た
後
、

意
見
交
換
を
行
い
、
有
意
義
な
一
日

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります
１

壬生町民憲章



9 11111111111111111111111111111111111広摩ilみsSこ||||||||lllllllllllllll山田ILIIIlllll1111

　.゛゛｀･j｀･･｀･
●･･
;･●･

j･.･｀.･
1･､.｀I ●j.rj･ ●T‾7､･.r ･･､･､.　･･j● y-.一一･　、j.

千鱗舞ﾚ舞ﾌﾞﾖ

jj

J

.

jみ歩ﾀﾞみに

.こ1

:'l゛

　　-･･　'-riaj･ ･■･･¶÷･■･■･r¶r711･.･ .¶¶.｀'･･11･･.'J‘｀:･1..1tU1.･.･.一一2y‘ j.･yl1･.'.'･･ふ･ 1･jS･l

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
衣
替
え
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
　
　
　
害
虫
が
一
番
好
む
も
の
は
羊
毛
で

犬
切
な
衣
類
を
虫
に
食
わ
れ
た
苫
い
　
　
す
が
、
絹
や
化
学
繊
維
、
複
合
繊
維

征
験
は
、
多
く
の
万
が
お
持
ち
の
こ
　
　
も
寧
心
で
き
ま
せ
ん
。

と
で
し
ょ
う
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
防
虫
対
策
〉

　
衣
頬
を
食
べ
る
害
虫
は
、
イ
ガ
、
　
　
　
ま
ず
第
一
に
必
ず
洗
濯
し
て
か
ら

コ
イ
ガ
、
ヒ
メ
カ
ツ
オ
ブ
シ
ム
シ
な
　
　
収
納
す
る
こ
と
で
す
。

ど
の
幼
虫
が
主
な
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
次
に
害
虫
は
、
綿
ぼ
こ
り
に
好
ん

　
〈
害
虫
の
発
生
〉
　
　
　
　
　
　
　
で
産
卵
す
る
の
で
、
収
納
箱
の
中
は

　
こ
れ
ら
の
害
虫
は
、
温
度
が
２
０
度
　
　
き
れ
い
に
掃
除
を
し
て
お
く
こ
と
が

～
３
０
度
、
湿
度
が
５
０
～
８
０
％
位
の
条
　
　
大
切
で
す
。

伴
で
活
発
に
流
動
を
す
る
の
で
、
冷
　
　
　
ま
た
、
収
納
す
る
時
は
、
防
虫
剤

媛
房
の
入
っ
て
い
る
水
底
で
は
、
一
　
　
を
忘
れ
ず
に
入
れ
ま
す
。
途
中
で
他

年
中
気
が
抜
け
ま
せ
ん
、
特
に
、
夏
　
　
充
す
る
と
き
も
、
使
用
説
明
書
に
従

か
ら
秋
に
か
け
て
注
意
が
必
要
で
す
。
　
っ
て
正
し
く
使
う
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。

九
月
の
町
内
価
格
調
査
結
果

記　　　名 単信一品質 最低値～最高値 平均 前月平均
　　一一
　　201小　麦　粉

１　等　粉
　l　kg 謁8～　238 201

汚詠子言三回肉
も　も　肉
　　1008 138～　180 巧ﾌ 162

1ｻう,ﾀﾞ薗回
ビ　ン　入
　≒650呂 339～　528 剥１ 401

砂　　糖
上　白　糖
　l　kg

2巧～　250 227 231

しよう油
衷ロポＵ入

　１　£ 句8～　348　　246 233

塩　さ　け 句08 憚O～　2冊　　202 214

才さば言む]ン] 水煮ら号
　2008

83～　128 107 108

回言言宍 1508 ﾌ80～≒200 902 895

示半半縦］
１　喘 100～　375 219 １ｱｱ

汗玉ネギ １　喘 130～　300 188 148

卵 10個入　Ｍ 118～　230 155 138

ち　り　紙 1,200枚 185～　2ﾌ8 240 236

ティツシユ
)ペーパー 400枚 95～　198 将2 133

汗洗濯ご洗剤
万謝☆リプン

4.1喘 850～　998 949 966

台所用洗剤で 380蹊 145～　288 1ﾌ8 句4

万万尚ッ　ブ 30cmx20m 130～　200 179 ワ9

ｱﾙﾐﾎｲﾙ 25cmx8m 100～　210　　135 凭8

灯　　　油 18　£　　　680～　750　　713 719、

プロパン 5　�　　2,660～2,660 2,660 2,660

とかソソブンズ 　　　９　－に千丁　　110--･　117 １掃 訓４

軽⑤仁道 つ　必　　　　65～　ﾌ0 68 69

一
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児
童
手
当

　
　
　
特
例
給
付
と
は

　
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を

排
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質

の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
、
目
的
と

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

○
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

　
義
務
教
育
入
学
前
の
児
童
を
含
む

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
平
に
養

育
し
て
い
る
万
で
、
収
入
が
所
得
制

限
限
度
額
内
の
場
合
に
、
二
番
目
の

児
童
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

自
分
の
お
子
さ
ん
で
な
く
て
も
、
そ

の
児
童
を
監
護
し
、
一
定
の
生
計
関

係
が
あ
れ
ば
受
給
で
き
る
陽
介
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
義
務
教
育
夫
学
的
の
児
童

に
は
、
病
弱
、
発
育
不
完
全
そ
の
桂

や
む
を
得
な
い
事
由
の
た
め
就
す
困

難
と
認
め
ら
れ
、
現
に
就
学
し
て
い

な
い
児
童
が
含
ま
れ
ま
す
。

○
児
童
手
当
の
額

　
児
皇
子
当
の
額
は
、
二
人
目
回
Ｌ

供
に
っ
い
て
は
、
月
豹
号
五
〇
〇
円

三
人
目
以
降
の
子
供
に
つ
い
て
は
、

一
人
に
つ
き
月
額
。
仔
○
Ｏ
Ｏ
円
が
義

務
教
育
就
学
ま
で
支
袷
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
支
給
は
毎
年
二
月
、
六
月

十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
特
例
給
付
に
つ
い
て

　
昭
和
六
一
年
六
月
か
ら
昭
和
六
六

午
五
月
ま
で
の
間
、
児
辰
子
当
の
所

得
要
件
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
た
め
、

１

１

１

１

児
童
手
当
の
手
続
き
は

○
児
童
手
当
認
定
請
求
書

　
は
じ
め
て
児
童
手
当
の
支
給
を
受

け
よ
う
と
す
る
陽
介
や
、
児
童
手
当

の
支
給
を
す
で
に
受
け
て
い
る
方
Ｔ
受

給
者
）
が
壬
生
町
に
移
っ
て
き
た
陽

ハ
‥
に
は
、
す
ぐ
に
児
竜
胆
当
認
定
請

求
書
を
役
場
福
祉
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求

の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
請
求
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
受
け
ら
れ
る
月
分

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
公
務
員
の
場
介
は
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
）

〔所得制限限度額表〕

　(63年６)｣分以lj紅こついて｣･I勧|】

扶養親族

等の数
児童手当 特例給付

０ 134.4万円 334.5万円

｜ 1引.4 364.5

２ 194,4 394.5

３ 224､4 424.5

………4｀、、、 254.か 4斜｡乳□
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j
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､

｀
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つ

｀ 火 丿 獄 士

に

生 ｀

､ ,

゛

､1う,4X｀､...゛だ゛増ず言言膳聯徐矩言n

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
被
用
者

（
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
方
）

又
は
公
務
員
に
つ
い
て
、
そ
の
方
の

前
年
の
収
入
が
所
得
制
限
限
度
船
内

の
と
き
は
、
特
例
給
付
が
支
給
き
れ

ま
す
。

　
支
給
額
に
つ
い
て
は
、
児
全
手
当

の
場
合
と
同
じ
で
す
。

れ
の
勤
務
先
に
児
童
手
当
認
定
請
求

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
特
例
給
付
の
手
続
き

　
児
童
手
当
の
珊
続
き
と
同
様
の
届

け
や
請
求
書
を
捻
出
す
る
必
要
が
あ

る
ほ
か
、
特
例
給
付
の
受
給
者
の
方

が
被
用
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

　
「
特
例
給
付
受
給
事
由
消
滅
届
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
児
童
手
当
や
特
例
給
付
の

こ
と
に
っ
い
て
、
お
わ
か
り
に
な
ら

な
い
こ
と
や
、
お
聞
き
に
な
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
福
祉
課
児

衆
福
祉
係
（
四
八
二
－
二
言
四
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

チピッ子アjl,ハム
たまだ　え･」な玉田絵里奈ちゃん（城内）手塚美樹ちゃん（至宝町南）

一

（
左
側
は
お
友
だ
ち
の
小
田
坦
武
憲
ち
ゃ
ん
）

昭
和
六
十
年
十
月
七
日
生
ま
れ
（
三
歳
）

　
（
父
）
　
玉
　
田
　
忠
　
敏
さ
ん

　
＾
母
゛
　
　
　
″
　
　
千
香
子
さ
ん
の
長
女

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

の
び
の
び
と
明
る
い
女
の
子
に

育
っ
て
ば
し
い

昭
和
六
十
二
年
六
月
九
日
生
ま
れ
（
こ
成
）

　
（
父
）
　
　
手
　
塚
　
文
　
夫
さ
ん

　
＾
母
゛
　
　
　
″
　
　
ト
ミ
子
さ
ん
の
長
女

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

音
楽
を
聞
か
せ
る
と
、
す
ぐ
踊
り
だ
す

わ
ん
ぱ
く
な
娘
で
す
。
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土
地
の
標
準
価
格
決
ま
る

　
　
　
　
　
地
価
調
査

　
昭
和
六
大
二
年
地
価
調
査
の
襟
章

価
格
が
、
十
月
一
日
に
栃
木
県
知
事

か
ら
次
の
よ
う
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
価
格
は
、
み
な
さ
ん
に
上
地

の
適
正
価
格
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め

に
、
毎
年
一
回
決
め
て
い
る
も
の
で

す
。

　
閲
覧
を
希
望
す
る
万
は
、
町
企
両

肘
放
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
基
準
地
の
価
格
判
定
時
点

　
　
昭
和
六
圭
二
年
七
月
一
口

　
基
準
建
言
単
位
面
積
当
た
り

　
　
価
格
等
（
一
1
2
当
た
り
）

　
圭表

町
一
元
二
入
善
二

　
　
　
　
「
表
町
十
一
番
四
に
一
白

　
　
　
　
　
　
四
〇
、
六
〇
〇
円

圭壬
生
丁
字
六
美
一
一
七
番
一
じ

　
　
　
　
　
　
四
足
六
〇
〇
円

安
塚
宇
西
市
原
九
二
八
番
三

　
　
　
　
　
　
四
足
○
○
○
円

示
参
照
懇

壬
生
甲
字
束
原
三
七
九
三
番
四
六

　
　
　
　
　
　
五
二
、
〇
〇
〇
円

安
塚
宇
宿
内
一
九
二
八
番

　
　
　
　
　
　
｝
几
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

⊇
前
歴
尿
懇

緑
町
二
丁
目
一
〇
二
二
番
一
七
〇

　
　
　
　
　
　
九
じ
、
八
〇
〇
円

細
根
崔
恵
哉
）

羽
生
甲
子
前
川
原
二
三
四
六
番
四

　
　
　
　
　
　
一
四
、
四
〇
〇
円

国
谷
宝
前
畑
一
九
七
二
番
七

　
　
　
　
　
　
Ｔ
‐
‐
四
〇
〇
円

下
稲
葉
宝
釜
ケ
渕
六
四
番
一

　
　
　
　
　
　
∇
ノ
ェ
○
○
円

J

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
　
短
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
川
小
Ｌ
代

新
し
き
心
の
皿
板
が
さ
さ
や
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
の
厨
に
香
り
を
放
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
原
　
マ
サ

い
づ
こ
よ
り
は
こ
ぼ
れ
て
末
し
種
な
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
に
芽
生
え
て
朝
顔
の
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
ｒ

　
　
　
　
と
ろ
も
ろ
．
｝
し
　
り
７

食
べ
頃
の
玉
蜀
黍
を
鳥
な
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
き
勉
り
し
て
喰
い
荒
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
田
良
次
郎

鉱
毒
に
流
離
哀
し
き
谷
中
村

　
　
　
　
　
　
　
　
山
よ
り
見
れ
ば
は
る
ば
る
と
せ
り

　
　
　
俳
　
　
句

萩
咲
く
や
崩
れ
て
墓
の
何
式
部

芋
の
露
落
つ
る
刹
那
は
銀
の
粒

闇
深
き
雨
に
も
め
げ
ず
秋
の
虫

少
年
期
を
脱
け
っ
っ
あ
り
ぬ
汗
匂
ふ

宇
井
　
秋
汀

伊
沢
　
克
明

秋
山
　
　
仙

佐
藤
　
淑
子
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「
お
父
さ
ん
を

　
　
肋
け
る
農
業
を
Ｌ

　
　
壬
生
北
小
学
校
四
年

　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
充

奪

　
ぼ
く
の
ゆ
め
は
、
お
父
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
農
業
を
す
る
こ
と
で
す
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど

を
自
由
に
っ
か
っ
て
農
業
を
し
た
い

ほ
く
の
ゆ
め

「
私
の
夢
は
水
泳
コ
ー
チ
Ｌ

　
　
壬
生
北
小
学
校
六
年

　
　
　
　
　
　
福
田
　
由
香

　
私
の
夢
は
、
水
泳
の
コ
ー
チ
に
な

る
こ
と
で
す
。
た
だ
泳
ぎ
を
教
え
る

だ
け
で
は
な
く
、
健
康
作
り
に
も
、

気
を
っ
け
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
七
ん
そ
く
が
あ
っ
て
、
小
さ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
う
ん

と
勉
強
を
し
て
、
農
業
高
校
へ
入
学

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
農
業
の
機
械
の

動
か
し
方
や
農
薬
の
ま
き
方
な
ど
、

新
し
い
農
業
の
し
方
を
勉
強
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
作
物
を
た

く
さ
ん
作
り
、
そ
の
作
物
を
農
協
へ

出
荷
し
た
り
、
多
く
の
人
た
ち
に
よ

ろ
こ
ん
で
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

作
物
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
う
の
で

す
。
そ
し
て
、
早
く
お
父
さ
ん
と
農

業
を
し
て
お
父
さ
ん
を
助
け
て
や
り

た
い
。

③
脂
肪
◎
⑤
⑤

い
頃
は
、
冬
に
な
る
と
よ
く
せ
き
が

出
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
小
学
校
一
年

生
か
ら
水
泳
を
始
め
ま
し
た
。
「
ゼ

ー
ゼ
ー
」
し
て
い
る
時
は
、
の
ど
か

っ
ま
っ
た
よ
う
に
な
り
苦
し
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
で
は

そ
ん
な
こ
と
も
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ

ん
。
水
泳
を
始
め
て
か
ら
は
と
て
も

健
康
に
な
り
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
ぜ
ん
そ
く
の
人
は
、
た
く
さ
ん
い

る
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
ん
な
人
達

を
、
少
し
で
も
健
康
に
し
て
あ
げ
る

手
助
け
を
し
て
あ
げ
た
い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

み
つ
め
よ
う
健
康
と
ふ
く
し

「
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
Ｌ
に
ぎ
わ
う

　
九
月
二
十
五
日
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
第
三
回
健
康
ふ
く
し
ま
つ

り
が
行
わ
れ
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
は
今
回
で
三

回
目
を
迎
え
上
平
以
上
の
団
体
の

参
加
協
力
に
よ
り
内
容
も
充
実
し
、

町
の
健
康
と
福
祉
の
人
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
検
診
、
献
血

医
師
と
栄
養
士
に
よ
る
健
康

相
談
、
福
祉
・
年
金
相
談
や

福
祉
関
係
の
紹
介
や
展
示
、

そ
し
て
、
公
開
ク
ッ
キ
ン
グ

と
試
食
、
滅
塩
コ
ー
ナ
ー
な

ど
健
康
と
食
事
に
開
す
る
Ｊ

－
ナ
ー
、
ま
た
、
祇
し
ば
い
や

手
作
り
お
も
ち
や
コ
ー
ナ
ー
、

モ
ギ
店
、
即
売
Ｊ
Ｉ
ナ
ー
、
輪

な
け
な
ど
も
あ
り
、
場
内
い

っ
ぱ
い
に
多
彩
な
催
し
物
が

行
わ
れ
、
お
と
ず
れ
た
人
達

も
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
講

演
会
も
行
わ
れ
、
多
く
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
）

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

福
祉
基
金
寄
付
者

ｏ
金
二
、
〇
〇
〇
円
　
鶴
見
　
孝
様

ｏ
金
言
ｏ
ｏ
ｏ
円
　
福
田
幸
郷
様

ｏ
金
五
、
五
〇
〇
円
山
草
愛
好
今
様

ｏ
全
一
　
一
、
八
〇
〇
円
　
　
　
　
　
　
ヽ
つ

　
　
　
　
　
壬
生
町
陶
芸
ク
ラ
ブ
様
　
　
よ

ｏ
金
五
、
〇
〇
〇
円
　
能
貪
全
市
様
　
　

し

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

ｏ
金
二
三
三
円
　
　
匿
　
名
　
様
　
ま

善
意
銀
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ｏ
金
五
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
様

○
金
口
一
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
渡
辺
岩
五
郎
・
古
は
る
様

ｏ
金
三
、
〇
〇
〇
円
　
細
井
正
平
様

買こ　は　町　内た
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